


















































































































































































































































































ないから、温泉客の暇つぶしに 映画を見るほかねえん よ。えー俺たちはそう うとこ行って やっとの思いでフィルム売りつ て食いつないで
いるんだぜ。ほんとに重役が一体そういう状態をどういう風に


































































































































フォード、なんでもそうであ 。このこと 高い知的水準で適用される。鉄道と工業の機械世界が新しいものであったとき、それは古い農業的世界のまわりをめぐって、それを詩に変えた。農 世界がロマン主義の運動の世界 り 大いなる遺産の世界となったのである。一方で新 い機械 世界は極悪非道のものと て忌み嫌われていた エ クトロニクス回路が登場する 、それは 的 をと
りまいて、機械的世界を芸術形式に変えた。すなわち抽象的・非具象的芸術である。いつでも新しい環




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































て回転する人間の哀れを私達の生きているこの現在のテンポで描くために、様式化された演技を要求した。個々のきわだった演技は極力抑えて、映画 グループ、テレビのグループに、 れぞれのテンポを表現してもらい、それによって両者の異質感を浮かび上が せた。テレビのグループには様式化したも を、映画の場合はむ ろリアルな表現を望んだようだ。いずれにせよ私は、セリフのテンポとカリカ
チュアライズされた演技のスタイルを要求し、一切、























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































まして日進月歩をとげる機械技術を手段にするものにあっ 、そ 現在像から明日を予見すること自体 性急のそしりを免れない。これらの諸点を考慮に入れた上で、なおかつテレビに関する美学的 し芸術学的研究には種々の困難がつねに伴う。たとえ
ば
テレビの映像は、スタジオ内でのカメラ撮影であろうと、野外の中継であろうと、また
フィルムや録画テープであろうと、映像送信機に送られるものなら べて伝達す ことができる。すなわちテレビの映像には種々の生成過程を経るものがふくまれるわけである。また放送番組には芸術的表現を第一義と るもの
ば
か





















































































































































































































































































































































































































































































































































かで跡づけられるか、あ は、大量の情報を大衆 伝達するコミュニケーション 歴史、すなわち⽝マス・コミュニケーション史⽞の構図のなかにとどまっていた。本書が掘り起 そうとするのは、初期映画と同じように いくつも
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